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 新潟市は、「団塊の世代」が後期高齢者となる

2025年には高齢化率が30%を超えると予想され

ています。高齢者の増加とともに有病率も増加す

るため、「かかりつけ医」は日常的な疾患の診療

で地域医療の中心を担うことが要求されます。病

院はより効率的な入院運営を要求され、病院完結

型から地域完結型医療への切り替えが必要となり

ます。そこで、「かかりつけ医」との協力体制を

充実させ、入院生活を支援することを目的とし

て、平成27年4月（予定）から「患者総合支援セ

ンター」（仮称）を外来１階に設立し、「地域医

療部門」と「がん診療支援部門」の二つの組織で

構成されます。 

 

●「地域医療部門」 

・病診連携 

 紹介患者の事前予約や診療録作成、紹介元医療

機関との連絡調整や共同診療の推進などの業務を

担当します。 

・入院支援 

 入院予定患者への手術及び検査、入院手続きの

説明、持参薬確認、嗜好品調査などを行います。

また入院予定患者からの問い合わせにも対応しま

す。 

・退院支援 

 退院や転院の相談、紹介先医療機関との連絡調

整を行い支障なく退院ができるようお手伝いいた

します。 

・患者総合相談 

 患者の持つ経済問題への助言や福祉制度の説明

などの医療福祉相談をはじめ、医療相談、医療安

全相談、看護相談、医療費相談などの各専門窓口

につなぐ相談受付となります。 

●「がん診療支援部門」 

 人口の高齢化に伴いがんの罹患数は増加し、国

民の二人に一人は、がん患者となりました。増加

するがん患者に対応するため開設いたします。 

・緩和ケアセンター 

 がんの緩和医療の相談指導やご家族のサポー

トを行います。またがん看護分野の認定看護師

やがん化学療法分野の認定薬剤師らを中心に、

がん患者の指導を行い安心して治療が受けられ

るよう支援いたします。地域の医療機関や在宅

療養支援診療所、緩和ケア病棟等の情報を把握

し適切な緩和ケア体制を維持して、がん患者の

緩和医療としての在宅支援も行います。 

・がん相談支援センター 

 精神心理的苦痛を持つ患者とその家族に対し

て、がん専門相談員が科学的根拠に基づく知識

を提供いたします。必要に応じて精神症状の緩

和に携わる医師などの診察が受けられるよう調

整いたします。 

・がん教育支援 

 専門医が講演する等の機会をもうけ、がんの

最新情報の発信をいたします。 

・がん登録室 

 がんの治療成績、予後を登録することでがん

の診療に欠かせない情報を蓄積し分析する部署

で、国立がんセンターとの連携を行います。 

 地域医療部門とがん診療支援部門からなる

「患者総合支援センター」の開設により、患者

の皆様の入院・退院・社会復帰が円滑に進むこ

とを期待しています。 

［患者とともにある全人的医療］ 

副院長 大谷哲也 



 第5回となった市民病院ふれあいまつりは、天候に恵ま
れた10月11日（土）に「知って楽しむ！新潟市民病院ふ
れあいまつり2014」として開催されました。多くの地域
の皆さんに足を運んでいただきありがとうございま
した。 

 このまつりは、病院職員とのふれあいを通じて、楽しみながら健康チェックや病院探検な
どを体験することで当院をより知っていただければと開催しています。当日27企画のなか
からいくつかを写真で紹介します。 
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ふれあいひろば 

 
①アンチエイジングコーナー（看護部） 

②ナースのお仕事体験（看護部） 
③ためしてハッケン/車椅子・松葉杖（リハビリテーション科） 
④見てみようドクターカー（消防局救急課） 
⑤あなたのお口の歯みがきcheck（診療技術科） 
⑥やってみよう！ＡＥＤ体験 あなたもできる！心肺蘇生（救急科） 
⑦病院探検・医療ロボットダヴィンチに会えるよ（手術室） 
⑧講演会「認知症の診断、治療とその支援（脳神経内科） 
⑨患者の患者による患者のための糖尿病教室（内分泌・代謝科） 
⑩ドクターによるミニコンサート（研修医） 

 

 その他にも、血管年齢や肺年齢チェック、調剤体験、治験に
ついて知ろう、フットポンプ体験、CT・MRI見学などに加え
て、ポップコーン無料配布、スタンプラリーによるガラポンチャレンジ、マジックショー、ヒーリン
グアート、フードコーナーなど家族で楽しめるイベントも人気でした。来年も開催しますので是非
おいでください。 

市民病院ふれあいまつり実行委員会 

① 

③ 

⑤ 

⑧ ⑨ 

⑩ 

⑥ ④ 



11月6日（木）りゅーとぴあアウトリーチ事業による訪問コンサートが開催され、フルート奏者
の中林恭子さん・ピアニストの石井朋子さんの演奏を満喫しました。 

当日は93名の患者さんやご家族の方々にご参加頂き大盛況でした。演奏者のお二人はリサイタル

や室内楽の演奏活動を行っており、院内講堂がコンサートホールに生まれ変わったかのようでし
た。曲目も有名なクラシック音楽だけでなく、聞きなじみのある｢里の秋｣、｢小さい秋みつけた｣等の
秋のメドレーなど盛りだくさんの内容で、参加してくださった方々の歌声も自然と聞こえてきまし
た。 

コンサートでは、中林さんがフルートをはじめるきっかけとなった曲の紹介や、演奏の合間に曲
目の解説を組み込んでくださり、クラシックは初心者･･･という方でも安心して参加することができ
ました。アンコールの｢ふるさと｣では全員参加でのコーラスも行い、心温まるコンサートになりま
した。 

参加された患者さんからは、「まさか入院中にも、コンサートを聴くことができるなんて思わな

かった。楽しかった。｣｢自分もコーラスグループに所属していて、元気になったらぜひボランティア
コンサートに出演したいです。｣との嬉しいコメントを頂きました。 

今後も患者さんに喜ばれるコンサートを企画・運営していきたいと思います。 
次回の第19回ボランティアコンサートは、2015年2～3月頃の予定です。外来通院中の方も是非

いらして下さい。お待ちしています。 
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ボランティア活動推進委員会 

医 院 名 ： 医療社団法人おくむら整形外科 院長：奥村 博 

診療科目 ： 整形外科 

所 在 地 ： 新潟市中央区米山5-9-12 

電話番号 ： 025-248-8000 

診療時間 ： 月～水・金  9：00-12：30  15：00-18：00 

      木・土    9：00-12：30 

休 診 日 ： 祝日・日曜日 

自院特徴と診療方針： 

同一敷地内に、内科、皮膚科があり整形以外の病気をお持ちの方も、来院しやすい環境となって

います。 



医 院 名 ： おおくら耳鼻科 院長：大倉隆弘 

診療科目 ： 耳鼻咽喉科、アレルギー科 

所 在 地 ： 新潟市西蒲区巻甲4650-1 

電話番号 ： 0256-73-1033 

診療時間 ： 月～水・金  9：00-12：00 15：00-18：00 

      木・土    9：00-12：30 

休 診 日 ： 祝日・日曜日 

自院特徴と診療方針： 

耳鼻咽喉科専門医として地域の皆様のお役にたてるよう努力

しております。 

医 院 名 ：  風の笛クリニック 院長：穂苅 環 

診療科目 ： 内科、麻酔科（ペインクリニック） 

所 在 地 ： 新潟市東区下木戸2丁目28－16 

電話番号 ： 025-271-7755 

診療時間 ： 月～水・金  9：00-12：30  14：30-17：30 

      木・土    9：00-12：30 

休 診 日 ： 祝日・日曜日 

自院特徴と診療方針： 

特別養護老人ホーム『風の笛』に隣接し平成26年10月にオー

プンしたクリニックです。 

一般内科外来・ペインクリニック外来・在宅医療を行ってお

ります。近々2階に透析部門を開き、介護の必要な高齢の透析診療も行う予定です。 

地域のかかりつけ医になるべく、スタッフ一同がんばっていきますので、どうぞよろしくお願い申

し上げます。 

医 院 名   ： 木村整形外科医院 院長：木村好行 

診療科目 ： 整形外科、リウマチ科、リハビリテーション科 

所 在 地   ： 〒950-1101 新潟市西区山田503-1 

電話番号 ： 025-379-1154 

診療時間 ： 月～水・金  9：00-12：30  15：00-18：30 

  木・土  9：00-12：30 

休 診 日 ： 日曜・祝祭日 

自院の特徴と診療方針：  

患者さんを第一に考える医療をモットーに診療に取り組んでいます。より高度な医療や入院を必要と

する方には、他院の先生方と連携して治療にあたっています。 

編集後記 

 

寒い季節になりました。 

インフルエンザ、ノロウイルスの予防のため、

うがい、手洗い、適度な運動を心がけましょう。             

（K.W.） 

新潟市中央区鐘木463-7 

 電話   025 (281) 5151 

 Fax   025 (281) 5187 

新潟市民病院    広報広聴委員会 

市民病院のホームページもご覧ください 
http://www.hosp.niigata.niigata.jp/ 

10月末から、市民病院内の携帯電話通話可能エリアを拡大しました。 

院内マップや表示に従い、マナーを守ってご利用ください。 

くれぐれも、歩きながらの通話は危険ですのでご遠慮ください。 


